
三
十
有
余
年
前
に
小
渕
地
区
、

西
不
動
院
野
の
周
辺
等
、
低
い

土
地
の
せ
い
で
台
風
や
大
雨
等

の
度
に
洪
水
等
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
方
達
の
為
に
、
治
水

対
策
と
し
て
二
年
以
上
か
け
て

調
節
池
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
然
景
観
を
後
世
に
残

し
て
い
こ
う
と
、
自
然
重
視
の

工
法
で
水
辺
の
小
鳥
や
魚
、
虫

達
に
も
良
い
環
境
で
散
歩
す
る

人
達
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
倉
松
第
二
調
節
池
の
周
囲

の
土
手
上
は
１
・
１
㎞
の
散
歩

道
に
な
っ
て
お
り
、
季
節
の
花

が
一
年
中
咲
く
よ
う
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
旧
倉
松
第
二
調

節
池
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
種
を
ま
い
た
り
、

移
植
し
た
り
、
手
入
れ

さ
れ
て
い
ま
す
。
春
の

ポ
ピ
ー
、
初
夏
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
、
秋
の
コ
ス
モ

ス
、
彼
岸
花
、
河
津
桜
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
美
し

さ
満
載
で
す
。

斜
面
や
土
手
上
の
通

路
を
除
草
す
る
た
め
、

刈
払
機
等
用
具
、
ガ
ソ

リ
ン
等
の
経
費
は
地
区

小
渕
山
観
音
院
は
、
一
二
五

八
年
に
開
山
さ
れ
た
春
日
部
市

小
渕
に
あ
る
本
山
修
験
宗
の
寺

院
で
す
。

本
尊
「
正
観
音
像
」
は
、
そ

の
昔
、
利
根
川
洪
水
で
現
在
の

観
音
院
の
地
に
流
れ
着
き
、
一

時
、
村
役
の
尾
花
家
に
祀
っ
た

が
、
流
出
元
へ
返
還
。
し
か
し
、

ま
た
洪
水
で
観
音
院
に
流
れ
着

い
た
の
で
尾
花
家
に
祀
り
、
一

二
五
八
年
に
観
音
院
を
建
て
て

安
置
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
寺
は
、
観
音
信
仰
の
霊

場
と
し
て
も
有
名
で
、
家
内
安

全
、
商
売
繁
盛
の
他
、
い
ぼ
、

こ
ぶ
、
あ
ざ
に
ご
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
約
七
六
八
年
前
の
鎌

倉
時
代
に
開
基
し
て
以
来
、
六

十
年
に
一
度
丙
午
の
年
に
御
出

座
し
を
さ
れ
る
御
本
尊
様
の
御

開
帳
が
令
和
八
年
秋
に
行
わ
れ

ま
す
（
詳
細
近
日
発
表
）
。
生

涯
一
度
き
り
の
お
目
見
え
と
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
お
出
か
け
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
参
照
く
だ
さ
い
。

取
材
協
力
・
小
渕
山
観
音
院
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幸せのまつ
ＨａｐｐｙＰｉｎｅ

発 行

春日部市社会福祉協議会

幸松地区支部

問い合わせ

春日部市社会福祉協議会

住所：春日部市中央2-24-1

電話：048-762-1081

旧倉松第二調節池を
守る会の皆さん

春の花ポピー

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト

旧
倉
松
第
二
調
節
池
を
守
る
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

小
渕
山
観
音
院
・
楼
門
の
奥
の
修
験
寺
院

秋
に
六
十
年
に
一
度
の
御
本
尊
様
の
御
開
帳

幸
松
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー

か
ら
の
援
助
も
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

も
高
齢
化
に
よ
り
大
幅
な
減
少
。

現
状
抱
え
る
問
題
に
苦
し
ん
で

お
り
ま
す
。

関
係
者
の
方
の
思
い
は
、
美

し
き
自
然
風
景
を
残
し
た
い
。

自
然
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て

は
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日

第
２
・
第
４
日
曜

日
８
時
～
10
時
（
７
月
～
９
月

６
時
～
８
時
）
。

連
絡
先

春
日
部
市
社
会
福

祉
協
議
会

小渕山観音院しおり



春
日
部
市
社
会
福
祉
協
議

会
幸
松
地
区
支
部
（
略
し
て
、

幸
松
支
部
社
協
と
い
い
ま
す
。
）

は
、
地
区
自
治
会
、
民
生
児

童
委
員
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
・
協
力

し
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
支
え
合
い
活
動
を
担

う
組
織
で
す
。

主
な
支
え
合
い

活
動
と
し
て

★
幸
松
地
区
の
情
報
発
信
紙

「
幸
せ
の
ま
つ
」
の
発
行

（
年
二
回
）

★
小
・
中
学
校
、
い
き
い
き

サ
ロ
ン
、
地
区
体
育
・
文
化

祭
、
ほ
の
ぼ
の
会
配
食
会
等

へ
の
助
成

★
八
十
歳
以
上
の
単
身
者
及

び
ご
夫
婦
を
対
象
と
し
た

「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
の
支

え
合
い
等

★
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
高

齢
者
世
帯
見
守
り
活
動
へ
の

支
援

★
地
域
に
お
け
る
新
規
活
動

の
発
掘
・
支
援

令
和
七
年
十

月
発
行
第
六
号

に
て
掲
載
し
た

行
事
の
報
告
で

す
。幸

松
支
部
社

協
で
は
、
八
十

歳
以
上
の
単
身

ま
た
は
夫
婦
の

み
の
世
帯
を
対

象
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
食
事
会
」

を
各
地
区
に
分

か
れ
て
開
催
し

ま
し
た
。

各
地
区
食
事
を
し
な
が
ら

催
し
物
も
あ
り
、
地
元
の
神

楽
舞
の
披
露
や
、
楽
器
演
奏

や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
脳
ト

レ
ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
特

色
を
生
か
し
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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幸
松
支
部
社
協
の
活
動
!!

「
幸
せ
の
ま
つ
」
を
発
行

し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
声
が
、
こ
の

ミ
ニ
コ
ミ
紙
を
よ
り
豊
か
に

価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
感
想
や

地
元
で
の
取
材
希
望
が
あ
れ

ば
、
編
集
委
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。
ま
た
、
編
集
部
員
も

少
な
い
た
め
一
緒
に
参
加
い

た
だ
け
る
方
を
募
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
（
本
木
）

編

集

後

記

い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
牛
島
一
番
組
え
ん
Ｊ
Ｏ
Ｙ

サ
ロ
ン
）

助
け
合
い
の
会
話
し
合
い

（
牛
島
地
区
）

「幸せのまつ」編集会議

掲載料 3000円（1回につき）

発行回数 年2回（4月・10月）

発行部数 7500部

配付先 自治会加入者･公共施設

問合せ 春日部市社会福祉協議会

幸松地区の行事報告

体
育
祭
や
文
化
祭
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
で
は
、
一
位

小
渕
地
区
（
優
勝
）

二
位

牛
島
地
区

（
準
優
勝
）

三
位

八
丁
目
地
区
で
し
た
。

広
告
募
集（
約4

.3

×5.5

㎝
）

｢

幸
せ
の
ま
つ

｣

に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

左
記
が
広
告
の
原
寸
サ
イ
ズ

で
す
。


